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議
会
運
営
委
員
会

「
半
田
市
議
会
基
本
条
例
」の
検

証
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
3
月
に
半
田
市
議
会

で
は
、
議
員
と
し
て
の
責
務
を
自

覚
す
る
と
共
に
、
市
民
の
負
託
に

よ
り
応
え
る
議
会
を
目
指
す
た
め
、

「
半
田
市
議
会
基
本
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
全
部
で
9
章
23
条

に
渡
り
、
議
員
や
議
会
と
し
て
活

動
を
行
う
た
め
の
規
範
並
び
に
基

本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。　

　
基
本
条
例
の
第
22
条
2
に
お
い

て
「
議
会
は
、
こ
の
条
例
の
目
的

が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
検
証

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
条

例
を
制
定
し
た
後
、
議
会
の
進
め

方
や
議
員
の
顔
ぶ
れ
、
社
会
情
勢

な
ど
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
期
の
委
員
会
に
て
「
半

田
市
議
会
基
本
条
例
」
の
検
証
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。　

　
基
本
条
例
の
項
目
ご
と
に
目
的

の
達
成
状
況
な
ど
現
状
を
把
握
し
、

問
題
や
疑
問
な
ど
が
あ
る
場
合
は

解
決
策
・
改
善
策
を
検
討
し
、
そ

の
結
果
に
よ
っ
て
は
修
正
や
改
正

を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
し

て
未
来
を
見
据
え
た
「
半
田
市
議

会
基
本
条
例
」
と
す
る
た
め
、
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
委
員
会

「
安
全
で
安
心
で
き
る
す
み
よ

い
街
づ
く
り
に
つ
い
て
」

　

昨
今
、
全
国
的
に
子
ど
も
を

狙
っ
た
犯
罪
や
高
齢
者
を
中
心
に

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車

盗
、
侵
入
窃
盗
、
車
上
ね
ら
い
な

ど
市
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
犯
罪

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
は
、

高
齢
化
の
進
行
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
の
増
加
等
に
よ
り
、
犯
罪
に
狙

わ
れ
や
す
い
人
や
世
帯
が
増
加
す

る
一
方
で
、
地
域
社
会
の
人
間
関

係
の
希
薄
化
や
地
域
活
動
参
加
者

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
地
域
の
防

犯
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

防
犯
に
活
用
で
き
る
多
様
な
技
術

開
発
や
改
良
も
進
ん
で
お
り
、
地

域
社
会
へ
の
実
装
、
普
及
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
半
田
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
な
く
誰
も
が
安
心
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
防
犯
力

強
化
の
取
組
み
を
調
査
研
究
し
ま

す
。

文
教
厚
生
委
員
会

「
介
護
人
材
の
確
保
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
最
適
化
の
取
組
み
強
化
」

　
２
０
４
０
年
に
は
日
本
の
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
に
達
し
、
労
働

力
不
足
の
深
刻
化
、
社
会
保
障
の

崩
壊
の
危
機
、
介
護
離
職
者
の
増

加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
を
目
前
に
控
え
た
今
、

介
護
人
材
の
確
保
と
最
適
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
自
立

支
援
と
重
度
化
防
止
に
つ
な
げ
、

介
護
給
付
費
を
抑
え
る
施
策
が
必

要
で
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
半
田
市
に
お

い
て
の
高
齢
者
の
自
立
支
援
と
重

度
化
防
止
の
環
境
を
整
備
し
、
持

続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
を
維
持

す
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
等
の
介
護

人
材
の
確
保
の
施
策
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質

の
向
上
と
業
務
効
率
化
に
よ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
、
介
護
予

防
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
の
民

間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
高
齢

者
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
、
先
進
地
の
取
組
み
を
調
査

研
究
し
ま
す
。

建
設
産
業
委
員
会

「
６
次
産
業
化
の
拠
点
整
備
に

つ
い
て
」

　
半
田
市
の
農
業
分
野
に
お
け

る
継
続
し
た
発
展
の
た
め
に
は
、

農
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
向
上
に

向
け
た
生
産
性
の
改
善
や
商
品
の

高
付
加
価
値
化
、
ま
た
高
齢
化
に

よ
る
耕
作
放
棄
へ
の
対
策
、
事
業

継
承
や
新
規
就
農
な
ど
人
的
支
援

も
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
１
次

産
業
と
し
て
の
農
林
漁
業
を
、
２

次
産
業
と
し
て
の
製
造
業
、
３
次

産
業
と
し
て
の
小
売
業
等
の
事
業

と
総
合
的
に
一
体
的
な
推
進
を
図

り
、
半
田
市
を
含
む
知
多
半
島
の

豊
か
な
地
域
資
源
に
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
す
６
次
産
業
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
６
次
産
業
化

は
１
事
業
者
で
は
難
し
く
、
各
事

業
者
の
連
携
や
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
、

ま
た
消
費
者
と
事
業
者
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

と
な
る
拠
点
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り

外
部
人
材
と
し
て
採
用
し
て
い
る

６
次
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
共
に
、
中
長
期
的
に
整
備

が
必
要
で
あ
る
拠
点
整
備
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

半田市議会では、各委員会が目的意識をもって調査テーマを設定し、課題の解決に
向けて調査・研究を１年間行い、市に対して提言をしています。今年度の調査テー
マについては以下のとおりです。

令 和
５年度

各委員会の
年間調査テーマ


